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総論
なぜインクレチン製剤が注目されるのか
 渋江公尊・他（京都大学大学院糖尿病・栄養内科学）

DPP─4 阻害薬と GLP─1 受容体作動薬
 原口美貴子・他（東京大学大学院糖尿病・代謝内科）

各論
DPP─4 阻害薬の使い方
 大塚雄一郎・他（日本大学糖尿病代謝内科）

Case で学ぶ！　DPP─4 阻害薬の実際
 綾目秀夫（あやめ内科）

GLP─1 受容体作動薬の使い方
 佐々木修二・他（九州大学大学院病態制御内科学）

Case で学ぶ！　GLP─1 受容体作動薬の実際
 金子至寿佳（高槻赤十字病院糖尿病・内分泌・生活習慣病科）

インクレチン製剤と他の糖尿病薬剤併用療法
 迫　康博（福岡県済生会福岡総合病院）

Case で学ぶ！　他剤との併用療法
 阿部佳史・他（NTT東日本札幌病院薬剤科）

インクレチン製剤とインスリン併用療法
 長野　学・他（広島大学病院内分泌・糖尿病内科）

Case で学ぶ！　インスリンとの併用療法
 高池浩子・他（東京女子医科大学糖尿病センター）

インクレチン製剤にどう対応しているか
―看護師の立場から
 水野美華（原内科クリニック）
―薬剤師の立場から
 武市佳己（愛媛大学医学部附属病院薬剤部）
―管理栄養士の立場から
 吉内佐和子（関西医科大学附属枚方病院）

コラム
今後，新薬やジェネリックは出てくるのか？
 臼井亮太・他（関西電力病院糖尿病・栄養・内分泌内科）

特集◆Brush up! CDE　Case で学ぶインクレチン
　インクレチン製剤が発売されて 3年，新たな機序で鮮烈なデビューを飾り，糖尿病
診療のブレイクスルーを成し遂げたようにも感じられます．そして，実際に多くの患者
さんに使用され，経験が蓄積される中で得られた新たな知見や課題も出てきました．本
特集では，CDEをはじめとするコメディカルの方々のために，インクレチン関連薬に
関して知っておくべきポイントを，症例を通して，専門医の先生方にまとめていただき
ました．また，糖尿病を専門としない医師の方々が糖尿病患者に説明する際のツール
としてもお使いいただける一冊です．
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